
21世紀の暑さでスポーツ環境は
どう変わるのか

～気候予測データと暑さの基準を用いて～

仮説を立てて、あの手この手で検証していく研究生活。日々頭をひねりながらも楽しんでいます。
平日はコンピュータで研究、休日は子どもと外で走り回るこの頃です。趣味はバンド活動です。

発表者氏名 大山 剛弘 （気候変動適応センター）

暑さ指数の予測

•近年国内では、熱中症により年間数万人の救急
搬送、約1,000人の死亡者が発生

•犠牲者の多くは高齢者だが、スポーツ中には  
多くの熱が体内で生まれ、健康な青少年～成人
でも熱中症リスクが増加

•都市や時間帯、活動内容によってリスクが変化

背景

暑さの基準の検証

日ごとの気象条件（気温、湿度、風速、日射）
から時間ごとの暑さ指数を予測する機械学習
モデルを開発

2060～2080年代・8月の時間別WBGTの予測結果
（全国平均、気候シナリオごと、「ひげ」は気候モデル
による差を表す。）

夏季五輪：6競技を対象に
人体モデルで体温を再現
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部活動：熱中症発生時
の状況に基づいて分析

夏季五輪 運動部活動

21世紀末（2080～2099年）に夏季五輪を開催可能な都市の数
（中庸な社会経済シナリオ下で選定した120都市、気候シナリオごと）

• 21世紀末に最大4割減、アジア・北米で顕著
•秋季や複数都市での開催は対策として効果大

•全シナリオで過去よりも暑熱条件が悪化
•最長の地域で4～6ヶ月/年の活動制限が予測
•朝練、活動回数の低減のみでは影響が残るため
年間計画の変更といった抜本的対策が必要

2060～2080年代の地域別の暑熱レベル（気候シナリオごと、
2：週1回以上運動中止, 1：激しい運動中止、0：その他）

目的

①都市/時間ごと（例：1時、2時）の暑さ指数
（WBGT）の予測

②活動内容ごとの暑熱基準の検証 を通じて、
スポーツ環境への影響と対策の効果を予測
• 対象：夏季五輪（世界）、運動部活動（国内）

暑
さ
指
数
（
℃
）

時

化石燃料に依存し
排出抑制せず

過去

排出を大幅抑制
（1.5℃目標相当）

C
o

re
 t

e
m

p
e

ra
tu

re
 (
℃

)

42

41

40

39

38

37

トライアスロン

７人制ラグビー

ボート

マラソン

サッカー

深
部
体
温
（
℃
）

テニス

00 16040 20080 120

継続時間（分）
240

RCP: Representative Concentration Pathway, WBGT: Wet Bulb Globe Temperature

The map is created with custom R script. Version R 4.0.4 (https://R-project.org/).
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*山口県を含む。

月・地域別の熱中症の起こりやすさ
（オッズ比*、WBGT28-31℃）
*: ある事象が起きる確率pの、その事象が起き  
ない確率(1 − p)に対する比（p/(1-p)）のこと。

6競技を対象に既存の暑熱基準下
で再現した深部体温
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